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今
後
、
西
部
地
域
振
興
ふ

れ
あ
い
拠
点
施
設
（
仮
称
）
、

新
斎
場
な
ど
の
大
規
模
施
設

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

市
の
財
政
は
ど
う
な
の
か
伺

い
た
い
。

　
政
策
財
政
部
長
　
中
期
財

政
計
画
の
見
通
し
で
は
、
歳

入
は
市
税
が
徐
々
に
減
少
す

る
見
込
み
で
、
歳
出
は
扶
助

費
や
繰
出
金
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
今
後
、
歳
入
歳
出
の
か

い
離
額
は
増
加
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
厳
し
い
財
政
状
況

に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
大
規
模
施
設
の
整
備
は
、

世
代
間
で
の
負
担
の
公
平
性

の
観
点
な
ど
か
ら
も
、
市
債

の
活
用
が
必
要
と
考
え
て
い

る
が
、
過
度
の
市
債
の
発
行

は
財
政
構
造
の
硬
直
化
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
慎
重
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　
次
世
代
ツ
ケ
を
回
さ
な
い

　
高
齢
者
に
対
す
る
見
守
り

質問 質問

問答 　
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
治
療
院
等
が
近

所
に
な
い
地
区
も
あ
る
よ
う

な
の
で
、
地
域
の
公
民
館
等

を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
利

用
率
の
向
上
を
図
れ
な
い
か
。

　
福
祉
部
長
　
敬
老
マ
ッ
サ

ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
高

齢
者
の
方
々
の
健
康
を
維
持

し
、
張
り
あ
い
の
あ
る
い
き

が
い
を
持
っ
て
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
さ
ら
に
健
康
増
進

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
治
療
院
等
が
少
な
い
な
ど

地
域
の
実
情
や
利
用
者
の
要

望
な
ど
を
踏
ま
え
、
対
応
が

必
要
な
地
域
に
つ
い
て
、
公

民
館
な
ど
の
公
共
施
設
や
自

治
会
老
人
憩
い
の
家
な
ど
の

活
用
を
視
野
に
入
れ
、
現
在

行
っ
て
い
る
後
楽
会
館
等
へ

の
施
術
者
の
派
遣
事
業
を
拡

大
す
る
形
で
実
施
す
る
な
ど

し
て
、
利
用
率
の
向
上
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

質問

問答

や
ま
ぶ
き
会
　 

髙
　
梨
　
淑
　
子

川
越
市
の
財
政
は
大
丈
夫
な
の13

や
ま
ぶ
き
会
　 

吉
　
野
　
郁
　
惠

公
民
館
等
で
の
施
術
活
用
を
！12

　
食
材
の
放
射
性
物
質
測
定

を
今
の
２
品
目
を
拡
大
し
、

川
越
農
産
物
の
使
用
や
米
飯

給
食
の
回
数
を
増
や
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
給
食
は
、

食
育
の
見
本
と
な
り
、
地
域

の
食
文
化
継
承
な
ど
の
観
点

か
ら
、
様
々
な
食
品
や
料
理

を
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
今
後
、
さ
ら
に
地
場

産
物
を
生
か
し
、
収
穫
期
に

合
わ
せ
た
献
立
等
、
地
場
産

物
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
米
離
れ
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
状
況
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
米
飯
を
増

や
せ
る
か
の
研
究
を
し
て
い

き
た
い
。
検
査
体
制
が
整
っ

て
き
た
た
め
、
１
品
目
で
も

多
く
検
査
で
き
る
よ
う
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　
災
害
対
策

　
学
校
給
食
の
現
状
と
課
題

　
行
政
改
革
推
進
の
問
題
点

質問 質問 質問

　
河
越
館
跡
史
跡
公
園
の
知

名
度
を
上
げ
、
よ
り
多
く
の

方
が
川
越
の
歴
史
を
学
べ
る

よ
う
、
地
域
と
協
力
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え
か
。

　
教
育
総
務
部
長
　
河
越
館

跡
を
文
化
財
・
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
本
年
度
も
秋
に

河
越
流
鏑
馬
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。
昨
年
度
も
地
元

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
が
、
本
年
度
は
企
画
・
運

営
に
も
一
部
関
わ
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
市
民
か
ら

の
申
請
を
受
け
て
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
会
場
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
今
後

も
、
市
民
の
方
々
か
ら
の
要

望
に
基
づ
き
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
史
跡
公
園
と
し
て
活

用
し
て
い
き
た
い
。

　
生
活
保
護
と
社
会
保
障

　
市
政
へ
の
参
加
と
協
働

　
河
越
館
跡
史
跡
公
園

質問 質問 質問

　
現
在
の
会
議
録
作
成
方
法

は
約
半
数
の
会
議
で
発
言
者

の
記
載
も
な
い
要
旨
の
み
の

記
録
だ
。
会
議
録
は
で
き
る

限
り
全
文
に
近
い
形
で
作
成

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
総
務
部
長
　
本
市
の
会
議

記
録
は
、
「
会
議
記
録
作
成

要
領
」
に
よ
り
、
発
言
者
の

発
言
、
意
見
等
の
要
点
を
記

録
し
た
「
会
議
要
旨
」
と
発

言
者
を
明
記
し
て
発
言
内
容

を
記
録
し
た
「
会
議
録
」
の

２
種
類
を
定
め
て
い
る
。
作

成
に
つ
い
て
は
、
所
属
長
の

判
断
に
よ
り
、
い
ず
れ
か
を

選
択
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
律
に
全
て
の
記
録
を
残
す

こ
と
は
事
務
の
増
大
等
を
考

慮
す
る
と
、
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
会
議
の
重

要
性
や
専
門
性
等
を
踏
ま
え
、

会
議
記
録
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
行
政
情
報
の
見
え
る
化

　
学
校
給
食
（
自
校
方
式
）

質問 質問

　
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
は
「
保
育
の
市
場
化
」
、

幼
稚
園
と
保
育
園
を
一
体
化

す
る
な
ど
問
題
が
あ
る
。
新

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
市
の
認

識
に
つ
い
て
伺
う
。

　
福
祉
部
長
　
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら

意
見
、
課
題
が
出
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
市
と

し
て
も
、
入
園
や
子
育
て
に

関
す
る
相
談
部
門
の
強
化
や
、

国
、
地
方
等
の
負
担
の
あ
り

方
、
子
ど
も
・
子
育
て
包
括

交
付
金
の
あ
り
方
な
ど
財
源

の
確
保
の
問
題
、
国
の
基
準

と
地
方
の
裁
量
の
関
係
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
給
付

事
業
の
提
供
の
仕
組
み
の
あ

り
方
な
ど
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
国
の
動
向
を
見
据
え
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
支
援

　
高
階
北
老
人
憩
い
の
家

質問 質問

日
本
共
産
党
　
柿
　
田
　
有
　
一

親
し
み
使
わ
れ
る
河
越
館
跡
に17

日
本
共
産
党
　 

今
　
野
　
英
　
子

問
題
が
多
い「
新
シ
ス
テ
ム
」

16

問答

問答

問答

問答

無
所
属
　 

川
　
口
　
啓
　
介

会
議
録
は
全
文
記
録
を
め
ざ
せ14

日
本
共
産
党
　
本
　
山
　
修
　
一

学
校
給
食
の
現
状
と
課
題

15

　
臭
い
消
し
や
洋
式
便
器
の

導
入
等
で
、
子
供
達
の
喜
ぶ

快
適
な
環
境
に
す
る
為
の
改

修
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
伺

う
。

　
教
育
総
務
部
長
　
学
校
施

設
老
朽
化
対
策
の
中
で
、
ト

イ
レ
改
修
に
つ
い
て
は
学
校

施
設
の
改
善
要
望
の
中
で
も
、

最
も
要
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、

ト
イ
レ
の
洋
便
器
化
や
障
が

い
の
あ
る
方
々
が
使
用
す
る

際
に
必
要
と
な
る
手
摺
な
ど

を
備
え
た
多
目
的
ト
イ
レ
の

設
置
、
悪
臭
の
原
因
の
一
つ

で
あ
る
タ
イ
ル
の
床
を
、
現

在
の
「
湿
式
」
か
ら
「
乾
式
」

へ
変
更
す
る
な
ど
、
ト
イ
レ

が
、
「
き
れ
い
で
、
明
る
く

て
、
う
れ
し
く
な
る
」
よ
う

な
場
所
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る

よ
う
改
修
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
学
校
教
育

　
一
人
暮
ら
し
へ
の
支
援

　
児
童
虐
待
防
止

質問 質問 質問

問答 　
通
学
路
に
お
け
る
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
等
も
含
め
た
、

歩
道
と
の
分
離
整
備
に
つ
い

て
の
川
越
市
と
し
て
の
考
え

を
伺
う
。

　
建
設
部
長
　
歩
道
と
車
道

を
分
離
す
る
こ
と
は
、
安
全

を
確
保
す
る
う
え
で
大
変
有

効
な
方
法
で
あ
り
、
歩
行
者

と
車
両
の
双
方
が
円
滑
に
通

行
で
き
る
場
合
に
は
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
縁
石
等
に
よ
っ

て
歩
車
道
の
分
離
整
備
を
行

っ
て
い
る
。
幅
員
が
狭
い
、

交
通
安
全
上
、
緊
急
性
の
高

い
場
所
に
は
地
域
の
合
意
を

頂
き
、
現
状
の
道
路
幅
員
を

有
効
に
活
用
し
た
歩
行
空
間

を
暫
定
的
に
確
保
す
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。
自

治
会
や
教
育
委
員
会
、
警
察

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

交
通
安
全
の
確
保
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
通
学
路
な
ど
の
安
全
対
策

　
川
越
駅
西
口
周
辺
の
課
題

質問 質問

問答

公
明
党
　
清
　
水
　
京
　
子

学
校
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て

7

公
明
党
　 

中
　
村
　
文
　
明

歩
道
と
の
分
離
整
備
を

　
　
　 6

　
三
建
築
物
の
整
備
に
は
、

計
画
性
と
予
算
が
必
要
で
あ

る
。
計
画
実
施
の
為
に
市
民

か
ら
の
募
金
を
募
る
方
策
も

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
う
か
が
う
。

　
産
業
観
光
部
長
　
「
旧
山

崎
家
別
邸
」、「
旧
川
越
織
物

市
場
」、「
旧
鶴
川
座
」
を
観

光
資
源
等
と
し
て
、
再
生
活

用
す
る
に
は
、
多
額
の
経
費

が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

建
築
物
の
整
備
・
活
用
に
は
、

民
間
の
活
力
や
能
力
の
活
用

等
の
検
討
が
必
要
に
な
る
。

経
費
の
一
部
を
市
民
か
ら
募

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
財
源

の
捻
出
の
ほ
か
、
市
民
参
画

や
保
存
活
用
に
対
す
る
市
民

の
意
識
高
揚
に
も
有
効
な
一

つ
の
手
法
と
思
わ
れ
る
の
で
、

活
用
方
策
や
財
源
に
併
せ
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
指
導
監
査
課
業
務
と
権
限

　
三
建
築
物
の
利
用
と
整
備

　
川
越
市
民
の
た
め
の
祭
り

質問 質問 質問

　
防
犯
対
策
の
更
な
る
推
進

の
為
、
市
民
の
意
識
が
高
い

本
市
は
市
の
責
務
を
明
確
に

し
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

県
内
92
％
の
市
町
村
が
制
定

し
た
本
条
例
制
定
の
決
意
は
。

　
市
長
　
条
例
の
制
定
は
、

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

一
つ
の
有
効
な
手
段
と
考
え

て
い
る
。
本
市
の
刑
法
犯
認

知
件
数
の
右
肩
下
が
り
の
現

状
は
、
自
治
会
を
中
心
と
し

た
積
極
的
な
自
主
防
犯
活
動

の
成
果
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
防
犯
の
機
運
に
更
に

拍
車
を
か
け
る
た
め
に
は
、

地
域
と
行
政
と
の
協
力
関
係

や
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
た

ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
は
条
例
の
制
定
を
見
据
え
、

現
行
の
川
越
市
防
犯
の
ま
ち

づ
く
り
基
本
方
針
を
見
直
す

こ
と
に
着
手
し
て
い
き
た
い
。

　
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

　
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
構
想

質問 質問

　
現
在
あ
る
橋
・
道
路
・
公

共
施
設
等
の
優
先
的
整
備
は

命
を
守
る
防
災
減
災
及
び
地

域
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え

る
が
、
今
後
重
点
化
整
備
の

考
え
は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
大
地
震
な
ど
の
災

害
に
備
え
、
老
朽
化
し
た
施

設
や
道
路
・
橋
な
ど
を
修
繕

し
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
は
、

市
民
の
生
活
や
命
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
修

膳
工
事
等
の
発
注
に
よ
り
、

市
内
経
済
の
活
性
化
に
も
寄

与
す
る
。
小
中
学
校
や
保
育

園
の
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
道
路
や
橋
の
安
全
性

も
今
後
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

下
、
事
業
の
必
要
性
等
を
見

極
め
な
が
ら
重
点
化
を
図
り
、

防
災
・
減
災
に
つ
な
が
る
事

業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
介
護
の
諸
問
題

　
商
店
街
の
活
性
化

　
防
災
・
減
災
の
公
共
事
業

質問 質問 質問

　
市
民
要
望
を
反
映
し
た
各

課
か
ら
の
要
求
額
と
実
際
の

予
算
額
の
本
年
度
の
差
額
は
、

42
億
円
。
収
入
確
保
と
経
費

節
減
の
努
力
を
す
べ
き
だ
。

ま
ず
、
庁
舎
の
広
告
を
。

　
総
務
部
長
※
　
本
庁
舎
の

壁
面
や
柱
は
、
既
に
多
く
の

場
所
を
使
用
し
て
お
り
、
新

た
に
有
料
広
告
を
掲
示
す
る

こ
と
は
難
し
い
状
況
だ
が
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
内
部
な
ど
、

現
在
使
用
し
て
い
な
い
ス
ペ

ー
ス
を
活
用
し
て
広
告
事
業

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。
な
お
、
窓
口
で
来
庁

者
を
呼
び
出
す
際
に
使
用
し

て
い
る
番
号
案
内
モ
ニ
タ
ー

に
つ
い
て
無
償
提
供
を
申
し

出
る
事
業
者
が
い
る
こ
と
か

ら
、
広
告
入
り
番
号
案
内
モ

ニ
タ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
も

検
討
を
し
て
い
る
。

　
市
の
財
源
確
保
策

　
雇
用
と
社
会
貢
献

　
災
害
に
備
え
た
対
策

質問 質問 質問

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例11

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

公
共
施
設
で
の
広
告
で
収
入
を10

問答

問答

問答

問答

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

防
災
・
減
災
に
繋
が
る
整
備

8

公
明
党
　
大
　
泉
　
一
　
夫

三
建
築
再
生
に
募
金
の
活
用
を 9
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今
後
、
西
部
地
域
振
興
ふ

れ
あ
い
拠
点
施
設
（
仮
称
）
、

新
斎
場
な
ど
の
大
規
模
施
設

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

市
の
財
政
は
ど
う
な
の
か
伺

い
た
い
。

　
政
策
財
政
部
長
　
中
期
財

政
計
画
の
見
通
し
で
は
、
歳

入
は
市
税
が
徐
々
に
減
少
す

る
見
込
み
で
、
歳
出
は
扶
助

費
や
繰
出
金
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
今
後
、
歳
入
歳
出
の
か

い
離
額
は
増
加
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
厳
し
い
財
政
状
況

に
な
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

　
大
規
模
施
設
の
整
備
は
、

世
代
間
で
の
負
担
の
公
平
性

の
観
点
な
ど
か
ら
も
、
市
債

の
活
用
が
必
要
と
考
え
て
い

る
が
、
過
度
の
市
債
の
発
行

は
財
政
構
造
の
硬
直
化
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
慎
重
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

　
次
世
代
ツ
ケ
を
回
さ
な
い

　
高
齢
者
に
対
す
る
見
守
り

質問 質問

問答 　
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
治
療
院
等
が
近

所
に
な
い
地
区
も
あ
る
よ
う

な
の
で
、
地
域
の
公
民
館
等

を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
利

用
率
の
向
上
を
図
れ
な
い
か
。

　
福
祉
部
長
　
敬
老
マ
ッ
サ

ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
高

齢
者
の
方
々
の
健
康
を
維
持

し
、
張
り
あ
い
の
あ
る
い
き

が
い
を
持
っ
て
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
さ
ら
に
健
康
増
進

を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　
治
療
院
等
が
少
な
い
な
ど

地
域
の
実
情
や
利
用
者
の
要

望
な
ど
を
踏
ま
え
、
対
応
が

必
要
な
地
域
に
つ
い
て
、
公

民
館
な
ど
の
公
共
施
設
や
自

治
会
老
人
憩
い
の
家
な
ど
の

活
用
を
視
野
に
入
れ
、
現
在

行
っ
て
い
る
後
楽
会
館
等
へ

の
施
術
者
の
派
遣
事
業
を
拡

大
す
る
形
で
実
施
す
る
な
ど

し
て
、
利
用
率
の
向
上
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

質問

問答

や
ま
ぶ
き
会
　 

髙
　
梨
　
淑
　
子

川
越
市
の
財
政
は
大
丈
夫
な
の13

や
ま
ぶ
き
会
　 

吉
　
野
　
郁
　
惠

公
民
館
等
で
の
施
術
活
用
を
！12

　
食
材
の
放
射
性
物
質
測
定

を
今
の
２
品
目
を
拡
大
し
、

川
越
農
産
物
の
使
用
や
米
飯

給
食
の
回
数
を
増
や
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
給
食
は
、

食
育
の
見
本
と
な
り
、
地
域

の
食
文
化
継
承
な
ど
の
観
点

か
ら
、
様
々
な
食
品
や
料
理

を
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
今
後
、
さ
ら
に
地
場

産
物
を
生
か
し
、
収
穫
期
に

合
わ
せ
た
献
立
等
、
地
場
産

物
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
米
離
れ
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
状
況
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
米
飯
を
増

や
せ
る
か
の
研
究
を
し
て
い

き
た
い
。
検
査
体
制
が
整
っ

て
き
た
た
め
、
１
品
目
で
も

多
く
検
査
で
き
る
よ
う
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　
災
害
対
策

　
学
校
給
食
の
現
状
と
課
題

　
行
政
改
革
推
進
の
問
題
点

質問 質問 質問

　
河
越
館
跡
史
跡
公
園
の
知

名
度
を
上
げ
、
よ
り
多
く
の

方
が
川
越
の
歴
史
を
学
べ
る

よ
う
、
地
域
と
協
力
し
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え
か
。

　
教
育
総
務
部
長
　
河
越
館

跡
を
文
化
財
・
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
本
年
度
も
秋
に

河
越
流
鏑
馬
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
。
昨
年
度
も
地
元

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
が
、
本
年
度
は
企
画
・
運

営
に
も
一
部
関
わ
っ
て
い
た

だ
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
市
民
か
ら

の
申
請
を
受
け
て
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
会
場
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
今
後

も
、
市
民
の
方
々
か
ら
の
要

望
に
基
づ
き
、
市
民
に
親
し

ま
れ
る
史
跡
公
園
と
し
て
活

用
し
て
い
き
た
い
。

　
生
活
保
護
と
社
会
保
障

　
市
政
へ
の
参
加
と
協
働

　
河
越
館
跡
史
跡
公
園

質問 質問 質問

　
現
在
の
会
議
録
作
成
方
法

は
約
半
数
の
会
議
で
発
言
者

の
記
載
も
な
い
要
旨
の
み
の

記
録
だ
。
会
議
録
は
で
き
る

限
り
全
文
に
近
い
形
で
作
成

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
総
務
部
長
　
本
市
の
会
議

記
録
は
、
「
会
議
記
録
作
成

要
領
」
に
よ
り
、
発
言
者
の

発
言
、
意
見
等
の
要
点
を
記

録
し
た
「
会
議
要
旨
」
と
発

言
者
を
明
記
し
て
発
言
内
容

を
記
録
し
た
「
会
議
録
」
の

２
種
類
を
定
め
て
い
る
。
作

成
に
つ
い
て
は
、
所
属
長
の

判
断
に
よ
り
、
い
ず
れ
か
を

選
択
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

一
律
に
全
て
の
記
録
を
残
す

こ
と
は
事
務
の
増
大
等
を
考

慮
す
る
と
、
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
、
会
議
の
重

要
性
や
専
門
性
等
を
踏
ま
え
、

会
議
記
録
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
行
政
情
報
の
見
え
る
化

　
学
校
給
食
（
自
校
方
式
）

質問 質問

　
子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
は
「
保
育
の
市
場
化
」
、

幼
稚
園
と
保
育
園
を
一
体
化

す
る
な
ど
問
題
が
あ
る
。
新

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
市
の
認

識
に
つ
い
て
伺
う
。

　
福
祉
部
長
　
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら

意
見
、
課
題
が
出
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
市
と

し
て
も
、
入
園
や
子
育
て
に

関
す
る
相
談
部
門
の
強
化
や
、

国
、
地
方
等
の
負
担
の
あ
り

方
、
子
ど
も
・
子
育
て
包
括

交
付
金
の
あ
り
方
な
ど
財
源

の
確
保
の
問
題
、
国
の
基
準

と
地
方
の
裁
量
の
関
係
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
給
付

事
業
の
提
供
の
仕
組
み
の
あ

り
方
な
ど
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
の
国
の
動
向
を
見
据
え
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
子
育
て
支
援

　
高
階
北
老
人
憩
い
の
家

質問 質問

日
本
共
産
党
　
柿
　
田
　
有
　
一

親
し
み
使
わ
れ
る
河
越
館
跡
に17

日
本
共
産
党
　 

今
　
野
　
英
　
子

問
題
が
多
い「
新
シ
ス
テ
ム
」

16

問答

問答

問答

問答

無
所
属
　 

川
　
口
　
啓
　
介

会
議
録
は
全
文
記
録
を
め
ざ
せ14

日
本
共
産
党
　
本
　
山
　
修
　
一

学
校
給
食
の
現
状
と
課
題

15

　
臭
い
消
し
や
洋
式
便
器
の

導
入
等
で
、
子
供
達
の
喜
ぶ

快
適
な
環
境
に
す
る
為
の
改

修
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
伺

う
。

　
教
育
総
務
部
長
　
学
校
施

設
老
朽
化
対
策
の
中
で
、
ト

イ
レ
改
修
に
つ
い
て
は
学
校

施
設
の
改
善
要
望
の
中
で
も
、

最
も
要
望
が
多
い
こ
と
か
ら
、

ト
イ
レ
の
洋
便
器
化
や
障
が

い
の
あ
る
方
々
が
使
用
す
る

際
に
必
要
と
な
る
手
摺
な
ど

を
備
え
た
多
目
的
ト
イ
レ
の

設
置
、
悪
臭
の
原
因
の
一
つ

で
あ
る
タ
イ
ル
の
床
を
、
現

在
の
「
湿
式
」
か
ら
「
乾
式
」

へ
変
更
す
る
な
ど
、
ト
イ
レ

が
、
「
き
れ
い
で
、
明
る
く

て
、
う
れ
し
く
な
る
」
よ
う

な
場
所
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る

よ
う
改
修
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
学
校
教
育

　
一
人
暮
ら
し
へ
の
支
援

　
児
童
虐
待
防
止

質問 質問 質問

問答 　
通
学
路
に
お
け
る
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
設
置
等
も
含
め
た
、

歩
道
と
の
分
離
整
備
に
つ
い

て
の
川
越
市
と
し
て
の
考
え

を
伺
う
。

　
建
設
部
長
　
歩
道
と
車
道

を
分
離
す
る
こ
と
は
、
安
全

を
確
保
す
る
う
え
で
大
変
有

効
な
方
法
で
あ
り
、
歩
行
者

と
車
両
の
双
方
が
円
滑
に
通

行
で
き
る
場
合
に
は
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
縁
石
等
に
よ
っ

て
歩
車
道
の
分
離
整
備
を
行

っ
て
い
る
。
幅
員
が
狭
い
、

交
通
安
全
上
、
緊
急
性
の
高

い
場
所
に
は
地
域
の
合
意
を

頂
き
、
現
状
の
道
路
幅
員
を

有
効
に
活
用
し
た
歩
行
空
間

を
暫
定
的
に
確
保
す
る
こ
と

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。
自

治
会
や
教
育
委
員
会
、
警
察

と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、

交
通
安
全
の
確
保
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
通
学
路
な
ど
の
安
全
対
策

　
川
越
駅
西
口
周
辺
の
課
題

質問 質問

問答

公
明
党
　
清
　
水
　
京
　
子

学
校
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て

7

公
明
党
　 

中
　
村
　
文
　
明

歩
道
と
の
分
離
整
備
を

　
　
　 6

　
三
建
築
物
の
整
備
に
は
、

計
画
性
と
予
算
が
必
要
で
あ

る
。
計
画
実
施
の
為
に
市
民

か
ら
の
募
金
を
募
る
方
策
も

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
う
か
が
う
。

　
産
業
観
光
部
長
　
「
旧
山

崎
家
別
邸
」、「
旧
川
越
織
物

市
場
」、「
旧
鶴
川
座
」
を
観

光
資
源
等
と
し
て
、
再
生
活

用
す
る
に
は
、
多
額
の
経
費

が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

建
築
物
の
整
備
・
活
用
に
は
、

民
間
の
活
力
や
能
力
の
活
用

等
の
検
討
が
必
要
に
な
る
。

経
費
の
一
部
を
市
民
か
ら
募

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
財
源

の
捻
出
の
ほ
か
、
市
民
参
画

や
保
存
活
用
に
対
す
る
市
民

の
意
識
高
揚
に
も
有
効
な
一

つ
の
手
法
と
思
わ
れ
る
の
で
、

活
用
方
策
や
財
源
に
併
せ
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
指
導
監
査
課
業
務
と
権
限

　
三
建
築
物
の
利
用
と
整
備

　
川
越
市
民
の
た
め
の
祭
り

質問 質問 質問

　
防
犯
対
策
の
更
な
る
推
進

の
為
、
市
民
の
意
識
が
高
い

本
市
は
市
の
責
務
を
明
確
に

し
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

県
内
92
％
の
市
町
村
が
制
定

し
た
本
条
例
制
定
の
決
意
は
。

　
市
長
　
条
例
の
制
定
は
、

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
の

一
つ
の
有
効
な
手
段
と
考
え

て
い
る
。
本
市
の
刑
法
犯
認

知
件
数
の
右
肩
下
が
り
の
現

状
は
、
自
治
会
を
中
心
と
し

た
積
極
的
な
自
主
防
犯
活
動

の
成
果
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
防
犯
の
機
運
に
更
に

拍
車
を
か
け
る
た
め
に
は
、

地
域
と
行
政
と
の
協
力
関
係

や
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
た

ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
は
条
例
の
制
定
を
見
据
え
、

現
行
の
川
越
市
防
犯
の
ま
ち

づ
く
り
基
本
方
針
を
見
直
す

こ
と
に
着
手
し
て
い
き
た
い
。

　
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

　
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
構
想

質問 質問

　
現
在
あ
る
橋
・
道
路
・
公

共
施
設
等
の
優
先
的
整
備
は

命
を
守
る
防
災
減
災
及
び
地

域
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え

る
が
、
今
後
重
点
化
整
備
の

考
え
は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
市
長
　
大
地
震
な
ど
の
災

害
に
備
え
、
老
朽
化
し
た
施

設
や
道
路
・
橋
な
ど
を
修
繕

し
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
は
、

市
民
の
生
活
や
命
を
守
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
修

膳
工
事
等
の
発
注
に
よ
り
、

市
内
経
済
の
活
性
化
に
も
寄

与
す
る
。
小
中
学
校
や
保
育

園
の
耐
震
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
道
路
や
橋
の
安
全
性

も
今
後
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の

下
、
事
業
の
必
要
性
等
を
見

極
め
な
が
ら
重
点
化
を
図
り
、

防
災
・
減
災
に
つ
な
が
る
事

業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
介
護
の
諸
問
題

　
商
店
街
の
活
性
化

　
防
災
・
減
災
の
公
共
事
業

質問 質問 質問

　
市
民
要
望
を
反
映
し
た
各

課
か
ら
の
要
求
額
と
実
際
の

予
算
額
の
本
年
度
の
差
額
は
、

42
億
円
。
収
入
確
保
と
経
費

節
減
の
努
力
を
す
べ
き
だ
。

ま
ず
、
庁
舎
の
広
告
を
。

　
総
務
部
長
※
　
本
庁
舎
の

壁
面
や
柱
は
、
既
に
多
く
の

場
所
を
使
用
し
て
お
り
、
新

た
に
有
料
広
告
を
掲
示
す
る

こ
と
は
難
し
い
状
況
だ
が
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
内
部
な
ど
、

現
在
使
用
し
て
い
な
い
ス
ペ

ー
ス
を
活
用
し
て
広
告
事
業

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。
な
お
、
窓
口
で
来
庁

者
を
呼
び
出
す
際
に
使
用
し

て
い
る
番
号
案
内
モ
ニ
タ
ー

に
つ
い
て
無
償
提
供
を
申
し

出
る
事
業
者
が
い
る
こ
と
か

ら
、
広
告
入
り
番
号
案
内
モ

ニ
タ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
も

検
討
を
し
て
い
る
。

　
市
の
財
源
確
保
策

　
雇
用
と
社
会
貢
献

　
災
害
に
備
え
た
対
策

質問 質問 質問

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例11

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

公
共
施
設
で
の
広
告
で
収
入
を10

問答

問答

問答

問答

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

防
災
・
減
災
に
繋
が
る
整
備

8

公
明
党
　
大
　
泉
　
一
　
夫

三
建
築
再
生
に
募
金
の
活
用
を 9


